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トランスインピーダンス・アンプ回路

参参考考資資料料

Analog Engineer's Circuit: Amplifiers
JAJA549A–February 2018–Revised January 2019

トトラランンススイインンピピーーダダンンスス・・アアンンププ回回路路

設設計計目目標標

入入力力 出出力力 BW 電電源源

IiMin IiMax VoMin VoMax fp Vcc Vee

0A 50μA 0V 5V 10kHz 15V -15V

設設計計のの説説明明

このトランスインピーダンス・オペアンプ回路構成は、入力電流ソースを出力電圧に変換します。電流から電圧への

ゲインは、帰還抵抗に基づきます。この回路は、入力電流の変化に対して、入力ソースの範囲全体にわたり一定の

電圧バイアスを維持することができ、多くのセンサで利点があります。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. DC誤差を減らすため、バイアス電流の小さいJFETまたはCMOS入力のオペアンプを使用してください。

2. 0Aの入力電流に対する出力電圧を設定するため、非反転入力にバイアス電圧を追加できます。

3. 非線形誤差を最小限に抑えるため、リニア出力電圧スイングの範囲内(Aol仕様を参照)で使用してください。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA268.pdf
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トランスインピーダンス・アンプ回路

設設計計手手順順

1. ゲイン抵抗を選択します。

2. 回路の帯域幅を満たすよう、帰還コンデンサを選択します。

3. 回路が安定するために必要な、オペアンプのゲイン帯域幅(GBW)を計算します。

• Cs: 入力ソース容量

• Cd: アンプの差動入力容量

• Ccm: 反転入力の同相入力容量

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA268.pdf
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トランスインピーダンス・アンプ回路

設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

DCシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

ACシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA268.pdf
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トランスインピーダンス・アンプ回路

設設計計のの参参照照資資料料

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

回路 SPICE シミュレーション・ファイル SBOC501 を参照してください。

TIPD176 (www.tij.co.jp/tool/jp/tipd176) を参照してください。

設設計計にに使使用用さされれるるオオペペアアンンププ

OPA170
Vcc 2.7V～36V

VinCM (Vee–0.1V)～(Vcc–2V)
Vout レール・ツー・レール

Vos 0.25mV
Iq 0.11mA
Ib 8pA

UGBW 1.2MHz
SR 0.4V/µs

チチャャネネルル数数 1、2、4
www.ti.com/product/opa170

設設計計のの代代替替オオペペアアンンププ

OPA1671
Vcc 1.7V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout 275µA で (Vee+10mV)～(Vcc-10mV)
Vos 250µV
Iq 940µA
Ib 1pA

UGBW 12MHz
SR 5V/µs

チチャャネネルル数数 1
www.ti.com/product/opa1671

改改訂訂履履歴歴

改改訂訂内内容容 日日付付 変変更更

A 2019 年 1 月 タイトルのサイズを小さくし、タイトルのロールを「アンプ」に変更。
「設計の代替オペアンプ」表を OPA1671 に更新。
回路クックブックのランディング・ページへのリンクを追加。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA268.pdf
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://www.ti.com/lit/zip/sboc501
http://www.tij.co.jp/tool/jp/tipd176
http://www.ti.com/product/opa170
http://www.ti.com/product/opa1671
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設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供してお
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記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている TI 製品を使用するアプリ
ケーションの開発の目的でのみ、TI はその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製することや掲載する
ことは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを自
身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI は
一切の責任を拒否します。
TI の製品は、TI の販売約款 (https://www.tij.co.jp/ja-jp/legal/terms-of-sale.html)、または ti.com やかかる TI 製品の関連資料などのいずれか
を通じて提供する適用可能な条項の下で提供されています。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保
証の放棄の拡大や変更を意味するものではありません。IMPORTANT NOTICE
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